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パネル
ディスカッション14:15

基調講演13:05

トランプのアメリカが世界を揺さぶる。建国250年の今年、ベネズ
エラやイランへの攻撃に踏み切るなど「力による平和」を掲げあか
らさまな軍事力を誇示。強権的な振る舞いは世界経済の先行きも
曇らせた。これまで価値観を共有してきた欧州とは溝が深まる一
方、中国やロシアとは対決とディールを交錯させる。国際秩序が不
安定化する中、日本はいかなる選択をすべきなのか。分断が進む世
界にあってメディアの役割も問い直されている。

1948年奈良県生まれ。立教大学教授などを経
て97～2012年東京大学教授。04～06年国連
大使（国連日本政府代表部次席代表）、国際大学
学長、国際協力機構（JICA）理事長（15～22年）
などを歴任。現在、奈良県立大学理事長、JICA
特別顧問も務める。2011年紫綬褒章受章。

東京大学名誉教授
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米国の最新情勢をリポート

日時

場所

アメリカ政治外交、国際関係。東京大学教養
学部卒、同大大学院総合文化研究科で博士号
取得。早稲田大学助手、米ハーバード大学、
ジョンズホプキンズ大学研究員、高崎経済大
学准教授などを経て2025年より現職。著書
に『Z世代のアメリカ』（NHK出版新書）など。
共訳・解説に『リベラリズムー失われた歴史
と現在』（ヘレナ・ローゼンブラット著、青土
社）。「Yahoo!JAPAN」や朝日新聞で国際面
コメンテーターを務める。

1963年神戸市生まれ。86年共同通信社入
社。96年から外信部。以降ブリュッセル、
ニューヨーク、ワシントンで特派員を務めたほ
か、イラク移動特派員も経験。その後編集局
ニュースセンター整理部長などを経て現在に
至る。著書に「新書 世界現代史 なぜ『力こ
そ正義』はよみがえったのか」（講談社現代
新書）。

同志社大学大学院教授

三牧 聖子三牧 聖子
みまき せいこ

かわきた しょうご

専門はアメリカ研究、日本の外交・安全保障
政策、インド太平洋地域の国際関係と海洋安
全保障。米ヴァンダービルト大学日米セン
ター研究員、海洋政策研究財団研究員などを
経て 2020年より現職。主な共著として、『ウ
クライナ戦争と激変する国際秩序』（並木書
房）、『外交と戦略』（彩流社）。平成15年度防
衛庁長官賞受賞。同志社大学大学院アメリカ
研究科修了。日本国際問題研究所研究主幹を
兼任。明海大学教授

小谷 哲男
こたに てつお

元共同通信社記者。朝日新聞、東洋経済オン
ラインなどで米社会、政治、文化について執
筆。専修大学「ウェブジャーナリズム論」講
師。著書に「現代アメリカ政治とメディア」（共
編著、東洋経済新報社）など。

ニューヨーク在住
ジャーナリスト

津山 恵子
つやま けいこ

14:05 休　憩

16:00 終　了

第1部

第2部

～日本の選択とメディアの対応～～日本の選択とメディアの対応～

共同通信社編集委員

川北 省吾

ビデオ
出演

公益財団法人 新聞通信調査会シンポジウム
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プレスセンターホール
日本プレスセンタービル１０階

●千代田線・日比谷線「霞ケ関」駅 C4 出口より徒歩2分
●丸ノ内線「霞ケ関」駅 B3a 出口より徒歩5分
●三田線「内幸町」駅 A7 出口より徒歩2分
●銀座線「虎ノ門」駅 10 出口より徒歩7分
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※ご登録いただいたメールアドレスへ6月19日㈮以降
に参加URL等の情報をお送りします。

公益財団法人 新聞通信調査会　   chosakai@helen.ocn.ne.jp

●新聞通信調査会ホームページから

新聞通信調査会 検索

●QRコードから直接

https://www.chosakai.gr.jp

※抽選結果は6月12日㈮以降にメールでお知らせします。

お問い合わせ先

6月16日㈫5月26日㈫～
　　　　6月9日㈫

200人（抽選）

会 場 参 加

申込方法

定　員

申込受付期間　 申込締め切り日

●新聞通信調査会ホームページから

新聞通信調査会 検索

●QRコードから直接

https://www.chosakai.gr.jp

申込方法

参加費無料

交通
アクセス

オンライン参加

公益財団法人 新聞通信調査会シンポジウム

～日本の選択とメディアの対応～～日本の選択とメディアの対応～


